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 オイスカは創立以来、ふるさとや国の発展を担う「人づくり」
を活動の柱にすえ、技能実習制度が発足する以前から、農家や
企業と共に、特に農業・工業分野の技能を習得するための海外
人材育成に取り組んできました。その長年の実績と高い信頼の
ある、企業と技能実習生がともに成長できるオイスカ流技能実
習について、弊法人の担当者が分かりやすく丁寧にご説明いた
します。

５F　506会議室５F　506会議室

第1部　スピーカー：松野浩之

第2部　トークイベント

『はじめての技能実習生受入れセミナー
        　   ～育成就労制度を見据えて～』

『オイスカ流人材育成の成果』

技能実習制度のご説明
オイスカのこれまでの実績・受入れ事例
今後の育成就労制度（2027年度開始予定）
について

ご登壇予定企業様
株式会社鈴木サービス工場 （自動車整備）
株式会社ノセプレコン （鉄筋施工）
株式会社山陰オアシス 　　（自動車整備）
ネクスタラッピイ株式会社 （工業包装）

第2部 トークイベント
『オイスカ流人材育成の成果』

（公財）オイスカ
技能実習担当部長

松野浩之 
（公財）オイスカ
関西研修センター所長

清水利春 

㈱鈴木サービス工場　技能実習生OB
国立アブラ大学　助教（現）

2003年から2006年まで㈱鈴木サービス工場
にて技能実習（自動車修理・塗装）を受け
る。帰国後北フィリピン大学で、実践教育学
修士号を取得。2008年に、国立アブラ大学の
インストラクターになる。現在は、同大学で
助教として教鞭を取っている。

ベルゾラ・アリストル・バニサル

コメンテーター

コメンテーター：清水利春

フィリピン駐在歴17年。
アブラ農林業研修センターの
設立に尽力。 現在は主にアブ
ラ州、イロコス州出身の技能
実習生を受け入れ、青年育成
に尽力。日本人でただ 一人の
アブラ州名誉州民

2000年より、静岡県浜松市にある
オイスカ開発教育専門学校に職員
として勤務。主に研修生・技能実
習生への日本語授業、技能実習関
連事務、巡回指導を担当。2012
年、オイスカ本部に異動。オイス
カ全体の技能実習生・特定技能生
に関する業務全般を担当。

スピーカー



お名前

ご所属先
※部署、お役職名
もお書きください。

電場番号/
E-mail

／

住所

事前ご質問
※時間の許す限り、

質疑応答の時間にお答え
いたします。

参加申込書
公益財団法人オイスカ 宛 F A X送信先▶︎0 3 - 3 3 2 4 - 7 1 1 1

右側のQRコードからも申し込めます→

※ご記入いただいた個人情報は、当法人からの各種案内の送付等に使用させていただきます。予めご了承の上、
お申し込みください。利用の詳細はHP(https://oisca.org/privacy-pol icy/)をご確認ください。
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確かな実績

自前の研修
センターでの

1,777名
75社

※1

※1...技能実習移行前の
委託研修生数含む

※2

※2...現在受け入れ企業数
         2024年9月現在

(お問合せ ) （公財）オイスカ  海外事業部　技能実習担当部長　松野浩之  
 T E L : 0 3 - 3 3 2 2 - 5 1 6 1  、MA I L： k s em i n a r @ o i s c a . o r g  

【申込締切：11月22日(金)】

（電話番号） （E-mail）

〒

　オイスカは1970年代から「委託研修生」として多くの海外

青年を受け入れてきましたが、現在は「外国人技能実習制度」

に移行。研修科目は87職種159作業と多岐にわたっています。

　技能実習生は企業や農家でon the job training形式で技術を

習得しています。専門的な技術や知識を学びながら、精神力や

実行力も培います。帰国後は、母国の産業・経済発展を担うリ

ーダーとして活躍しています。また受入企業が実習生を中心に

現地法人を立ち上げ、現地への技術普及にも貢献している例も

あります。オイスカは、今後も途上国における技術移転の理想

的な実習を行っていく予定です。


